
東京農業大学 リカレントスクール・造園・2025 
（公社）日本造園学会 造園CPD認定プログラム 

造園科学科 100周年記念 

令和の新時代を担う「農大造園」出身の 造園家
ランドスケープアーキテクト

 令和7年（2025）は、農大造園の創設101年目にあたります。創設99年（令和5）、創設100年（令和6）に続き、今

回のリカレントスクールのメインテーマは、これからの100年先を射程した造園・ランドスケープを育んでゆくこと、す

なわち、「令和の新時代を担う『農大造園』出身の造園家（ランドスケープ・アーキテクト）」としました。 

 日本という国土を特色づける景観の保全、点・線・面へと緑のネットワークと新たなスキームによるまちづくり、洗練

された感性・美意識で創造するランドスケープデザイン、日本から海外へと展開しながら進化を遂げる時代の先端をゆく

日本庭園、ランドスケープの学際性を活かした人材育成など、多様化・多層化しつつある造園・ランドスケープ分野にお

いて、第一線で活躍する卒業生を講師に迎えます。 

造園・ランドスケープに求められる資質・知識・能力は、「しごと」によって大きく異なります。講師の方々が社会と

時代の要求に対していかなる工夫とチャレンジをしてこられたのか、「新時代をつくるしごと」に私たちも学び、私たち

自身も令和の新時代を担う造園人としての糧を獲得したいと考えます。 

今年度も皆さんに価値あるプログラムを提供します。全国でご活躍される皆様におひとりでも多くご聴講されますこと

を期待して、今年度のリカレントスクール開催をご案内申し上げます。 

主催・共催：東京農業大学緑友会・東京農業大学総合研究所研究会 環境緑化部会 

東京農業大学造園科学科・大学院造園学専攻 

主管      ：東京農業大学東京緑友会 

第１回：令和 ７年 ９月 ９日（火） １８：３０～２０：００ 

◎ 新時代のランドスケープ保全

独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所 景観研究室長

惠谷 浩子 氏 

第２回：令和 ７年１０月１４日（火） １８：３０～２０：００ 

◎ 新時代のランドスケープ教育

慶應義塾大学 環境情報学部 教授 石川  初 氏 

第３回：令和 ７年１１月１１日（火） １８：３０～２０：００ 

◎ 新時代の都市公園と緑地

公益社団法人 2027年国際園芸博覧会協会 企画調整部調整課長 田中 希依 氏 

第４回：令和 ７年１２月 ９日（火） １８：３０～２０：００ 

◎ 新時代のランドスケープデザイン -100年後へ風景をつなげる手がかり-

株式会社 ｍｕｕｉ設計事務所 パートナー 岸   孝 氏 

第５回：令和 ８年 １月１３日（火） １８：３０～２０：００ 

◎ 新時代の日本庭園

株式会社 植芳造園 専務取締役 井上 敏宏 氏 



東京農業大学 

リカレントスクール 

造園 ・ ２０２５ 
造園科学科 100周年記念 

令和 7年 9月～令和 8年 1月（全 5回） 

 リカレントスクールは、「造園」の小さな継続教育塾です。

本講習会は、全国連合組織である東京農業大学緑友会が造園 CPD 協議会に加入することで、全国の全て

の会員の 皆様に、継続教育の受講機会をつくるものとして企画されました 

今年度の東京農業大学緑友会リカレントスクールは「令和の新時代を担う「農大造園」出身の造園家  (ラ

ンドスケープアーキテクト」をメインテーマとしました。 

 令和7年（2025）は、農大造園の創設101年目にあたります。創設99年（令和5）、創設100年（令和6）に続

き、今回のリカレントスクールのメインテーマは、これからの100年先を射程した造園・ランドスケープを育ん

でゆくこと、すなわち、「令和の新時代を担う『農大造園』出身の造園家（ランドスケープ・アーキテクト）」

としました。 

 日本という国土を特色づける景観の保全、点・線・面へと緑のネットワークと新たなスキームによるまち

づくり、洗練された感性・美意識で創造するランドスケープデザイン、日本から海外へと展開しながら進化を

遂げる時代の先端をゆく日本庭園、ランドスケープの学際性を活かした人材育成など、多様化・多層化しつつ

ある造園・ランドスケープ分野において、第一線で活躍する卒業生を講師に迎えます。 

造園・ランドスケープに求められる資質・知識・能力は、「しごと」によって大きく異なります。講師の方々

が社会と時代の要求に対していかなる工夫とチャレンジをしてこられたのか、「新時代をつくるしごと」に私

たちも学び、私たち自身も令和の新時代を担う造園人としての糧を獲得したいと考えます。 

今年度も皆さんに価値あるプログラムを提供します。全国でご活躍される皆様におひとりでも多くご聴講さ

れますことを期待して、今年度のリカレントスクール開催をご案内申し上げます。 

※年間プログラム及び申し込みは別紙をご覧ください。



◆◆（仮称）東京農業大学 リカレントスクール・造園・２０２５ 年間プログラム◆◆

（造園 CPD認定プログラム） 

造園科学科 100周年記念 

令和の新時代を担う「農大造園」出身の造園家
ランドスケープアーキテクト

第１回 

令和 ７年 

９月 ９日（火） 

「新時代のランドスケープ保全」 

（独）国立文化財機構 奈良文化財研究所 

景観研究室長 

惠谷 浩子 氏 

（平成１９年 院造園修士卒） 

第２回 １０月１４日（火） 
「新時代のランドスケープ教育」 

慶應義塾大学 環境情報学部 教授 

石川  初 氏 

 （昭和６２年 造園学科卒） 

第３回 １１月１１日（火） 
「新時代の都市公園と緑地」 

（公社）２０２７年国際園芸博覧会協会  

企画調整部調整課長 

田中 希依 氏 

（平成28年 造園科学科卒） 

第４回 １２月 ９日（火） 「新時代のランドスケープデザイン

-100年後へ風景をつなげる手がかり-」 

（株）ｍｕｕｉ設計事務所 

パートナー 

岸   孝 氏 

  （平成２０年 院造園修士卒） 

第５回 

令和 ８年 

１月１３日（火） 「新時代の日本庭園」 

（株）植芳造園  

専務取締役  

井上 敏宏氏 

 （平成８年 造園学科卒） 

主催：東京農業大学緑友会（全国） 

主管：東京農業大学 東京緑友会 

共催：東京農業大学総合研究所 総合研究所研究会「環境緑化部会」 
  東京農業大学造園科学科・大学院造園学専攻 

   （造園CPD認定プログラム）

 本年のリカレントスクールは、第１回～第５回 全５回開催されます。

主催は東京農業大学緑友会ですが一般の方々も大歓迎です。

※東京農業大学

今年で134年を迎え、約16万余人の校友を擁しています。

こうした校友の中で造園（科）学科の卒業生（約1万人）、または東京農業大校友で造園の仕事に就き、東京に居住も

しくは職場をおく者により組織されているのが「東京農業大学 東京緑友会」です。



❖スクールの概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①開催場所 ： オンライン（ｚｏｏｍ）による開催 及び東京農業大学世田谷キャンパス 18号館 1811演習室（下のキャ

ンパスマップの赤丸印の建物の1階です）（定員50名申込先着順） 
（但し、新型コロナウイルスの蔓延状況によっては人数上限の変動がもしくは会場の変更等あります） 〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1 

②開催時間 ： 18 時30 分～20 時00 分（受付は18 時より）  

③参加費  ：全5回参加  \6,000‐（緑友会会員・農大卒業生・農大総研環境緑化部会会員） 

：全5回参加 \10,000‐（一般） 

：農大生無料  

※ 会場でご参加の場合は1回でも5回全てでも 一律： 農大卒業生 \6,000‐ ・ 一般 \10,000‐

※ WEBでの各回の個別参加  １講座あたり 農大卒業生￥2,000‐  ・  一般  ￥3,000‐

（例） ・WEBでの１回ご参加の場合 １回  農大卒業生￥2,000‐  ・  一般  ￥3,000‐ 

・WEBでの２回ご参加の場合 ２回  農大卒業生￥4,000‐  ・  一般  ￥6,000‐ 

・WEBでの３回ご参加の場合 ３回  農大卒業生￥6,000‐  ・  一般  ￥9,000‐ 

・WEBでの４回ご参加の場合 上限  農大卒業生 \6,000‐ ・ 一般 \10,000‐ 

・WEBでの５回ご参加の場合 上限  農大卒業生 \6,000‐ ・ 一般 \10,000‐ 

※オンラインと対面での講演のハイブリッドを予定していますが、新型コロナウイルス蔓延拡大防止の観点から、大学等

が入場制限及び立入禁止処置等をする場合がありますので、開催可否を各回の３日前までに東京農業大学緑友会の紹介ペ

ージでご案内いたしますのでお手数ですが必ずご確認ください。

東京農業大学緑友会紹介ページ：https://www.nodai.ac.jp/academics/reg/land/original/obog/

❖受講の申込み方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①会場準備の都合上、参加希望者は下記のformsもしくはQRコードまたは、別紙の申込書（FAX）により準備の都合上、 

申込期間は令和7年7月１日～7年8月3１日の間に、事前登録をお願いいたします。 

オンライン申込用 forms および QRコード https://forms.gle/TjVRzBEQAZPo9pPw8  

オンライン申込の方は参加費の振り込みが確認できる資料（明細書の写真など）が必要となります。  

会社で一括複数の方で入金される場合は別途参加者氏名をお知らせください。  

②事前登録をしていただければ、毎回の出欠席のご連絡は必要ありません。  

③オンラインでの参加の方は、準備の都合上令和7 年9月3日まで下記の口座へ会費をお振込下さい。 

振込先：口座名 ： 東京緑友会 銀行名： みずほ銀行 浜田山支店（店番184） 

口座番号： 普通 1841480 （振込手数料は各自ご負担下さい） 

※受講者のご都合でご欠席の場合は大変申し訳ございませんがご返金は致しかねますのでご了承ください。 又、誤送金で

多く振り込まれた場合も返金は致しませんので確認の上送金お願い致します。

https://forms.gle/TjVRzBEQAZPo9pPw8


④対面での講座参加の方は、会場で会費をお支払いください。 

※9月の第 1回目締切以降に、2回目以降の受講を希望の場合は、各回開催の１週間前までに申し込みをお願い致します。 

オンライン参加の方はそれまでに入金もお済ませ下さい。期限を過ぎた場合、本年より受付いたしません。 

❖注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

☆オンライン参加・対面での講座出席 共通

①今回は、新型コロナウイルス蔓延防止のため、基本的にはオンラインでの開催を主体と致します。  

②事前の開催状況の把握が困難なために、各月セミナー開催の３日前より「東京農業大学緑友会」のホームページ で開催 

の有無等を発表いたしますので、申込まれた方は必ずHPで開催状況等をご確認ください。 

東京農業大学緑友会紹介ページ：https://www.nodai.ac.jp/academics/reg/land/original/obog/ 

③申込締切り以降に参加を希望の場合は下記の連絡先までお問い合わせください。 

④ネット環境の都合上、オンラインのマイク収音が届きにくい場合がございます。 

⑤CPD申請登録が受講から２～３か月以上かかる場合がございます。 

⑥受講証明書やお振込みされた方への領収書発行等は致しかねます。あらかじめご了承ください。 

❖対面での講座出席について

①対面での講演は、東京農業大学世田谷キャンパス １８号館 １F １８１１教室です。 

②造園ＣＰＤ認定プログラムですので、造園ＣＰＤ登録がご希望の方は造園ＣＰＤカードをご持参ください。 ③対面での

講義は、会場の定員の関係上定員で締め切らせて頂く場合があります。（先着順） 又、対面での参加希望の   方は 極

力5回全て会場での出席可能な方でお願い致します。 定員に達してからお申し込みの方には改めてご連絡させ て頂きま

す。 又、新型コロナウイルスの再蔓延状況等 によっては人数上限の変動の可能性があります。  

④自宅や会社で必ず検温を行い、37.5度以上あるときは申し訳ございませんが、参加を取りやめて下さい。また、体調  

不良の場合同様に参加を見合わせて頂くようお願いいたします。   

⑤会場内では極力マスクの着用をお願い致します。   

⑥受付時に検温とアルコール消毒にご協力ください。   

不明な点は 東京緑友会 阿部晋也 までお問い合わせください。  

mail : ryokuyukai-nodai@googlegroups.com 

℡: 042-545-6622 FAX： 042-545-6623 （㈱昭立造園 内）へお問い合わせください。 

（なるべくメールもしくは FAX でお願い致します） 

電話の場合は平日の 11：00～17：00 でお願い致します 

❖オンラインでの講座出席について

① 登録いただきました方には、各回の前日（月曜日）の午前中までに視聴に必要なパスワードを登録して頂いたメール

アドレスに送らせて頂きます。万が一パスワードが届いていない場合には各回の前日（月曜日）までに上記へご連絡

下さい。（それ以降ですと、準備の都合上ご対応できない場合がありますので御協力をお願い致します）

又、対面で登録されている方で、急遽オンラインへ変更の希望の場合も各回の前日（月曜日）までに上記へご連絡下

さい。

② オンラインで視聴される場合には、登録されたメールアドレスで極力ご視聴ください。又、視聴時には名前が判別で

きるように、フルネーム（漢字・ローマ字）に直してご視聴ください。（ニックネームや略称ですと判別がつかないこ

とがございました）

③ 講演でのご質問はチャットで講演終了後、時間ある限り受け付ける予定です。その場合も所属先と御氏名もご記入願

います

④ 同じ会社等で複数の方が御視聴される場合も、必ず個別のメールアドレスでご登録の上ご視聴ください

mailto:ryokuyukai-nodai@googlegroups.com



